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１．当四半期決算に関する定性的情報

 

（１）経営成績に関する説明

 

 当第２四半期連結累計期間につきましては、当社グループでは、各事業にわたり積極的な営業活動を行って業績の

向上に努めました結果、営業収益は1,528億４千６百万円（前年同期比90億９千３百万円、6.3％増）、営業利益は

170億１千４百万円（前年同期比12億７千４百万円、8.1％増）となり、これに営業外損益を加減した経常利益は162

億９千７百万円（前年同期比14億４千２百万円、9.7％増）となりました。さらに、これに特別損益を加減し、法人

税等及び非支配株主に帰属する四半期純利益を控除した親会社株主に帰属する四半期純利益は109億４千９百万円

と、前年同期に比較して15億８千３百万円（12.6％）の減益となりました。 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

 

①運輸業 

 鉄道事業におきましては、台風などの自然災害による運休の影響があったものの、京阪電気鉄道㈱において、定期

旅客数が増加したほか、前連結会計年度に運行開始した「プレミアムカー」及び「ライナー」列車が通期で寄与いた

しました。 

 これらの結果、運輸業全体の営業収益は468億６千３百万円と、前年同期に比較して２億６千８百万円（0.6％）の

増収となり、営業利益は64億１千４百万円と、前年同期に比較して４億２千万円（7.0％）の増益となりました。

 

②不動産業 

 不動産販売業におきましては、「ローズプレイス瀬田唐橋」「ローズプレイスくずは中之芝」などの土地建物を販

売いたしました。また、マンションでは、「ファインシティ千里津雲台」などのほか、首都圏におきましても積極的

な事業展開に努め、「ファインシティ横浜江ヶ崎ルネ」「ファインシティ東松戸モール＆レジデンス」などを販売い

たしました。

 不動産賃貸業におきましては、積極的な営業活動を展開し、既存の賃貸ビルの稼働率向上に努めました。 

 これらの結果、不動産業全体の営業収益は507億３千３百万円と、前年同期に比較して107億６百万円（26.7％）の

増収となり、営業利益は72億６千４百万円と、前年同期に比較して10億３千３百万円（16.6％）の増益となりまし

た。 

 

③流通業 

 流通業全体の営業収益は、台風などの自然災害による休業のほか、レストラン業やストア業における閉店などの影

響により、476億２千５百万円と、前年同期に比較して９億８千４百万円（2.0％）の減収となりましたが、「ユニク

ロ関西空港出国エリア店」「ユニクロなんばウォーク店」などがインバウンド需要を取り込み、好調に推移したこと

に加え、前連結会計年度の新店開業費用の反動減などもあり、営業利益は11億５千万円と、前年同期に比較して１億

７千５百万円（18.0％）の増益となりました。

 

④レジャー・サービス業 

 ホテル事業におきましては、各ホテルにおいて積極的な営業活動を展開し、ビジネス需要や国内外からの観光需要 

の取込みによる稼働率の向上及び収益力の強化に努めました。

 しかしながら、台風などの自然災害や京都センチュリーホテル改修工事などの影響により、レジャー・サービス業

全体の営業収益は150億９百万円と、前年同期に比較して９億４千１百万円（5.9％）の減収となり、営業利益は20億

９千７百万円と、前年同期に比較して８億１千６百万円（28.0％）の減益となりました。 

 

⑤その他の事業 

 その他の事業全体の営業収益は前年同期に比較してほぼ横ばいの９億２千１百万円にとどまり、営業損失は１千万

円と、前年同期に比較して２千２百万円の悪化となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金が減少したことなどにより、前連結会計年度末から

24億９千万円（0.4％）減少し、6,962億９千６百万円となりました。 

 負債につきましては、工事代金などの支払いに伴い未払金が減少したことなどにより、前連結会計年度末から115

億７千万円（2.4％）減少し、4,636億５千６百万円となりました。 

 純資産につきましては、利益剰余金が増加したことなどにより、前連結会計年度末から90億８千万円（4.1％）増

加し、2,326億３千９百万円となりました。 

 なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行ってお

ります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 

 通期の連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績などを踏まえ、前回発表予想（2018年５月

９日）を修正しております。 

 なお、セグメント別の通期の連結業績予想につきましては、「2019年3月期第2四半期 決算補足資料」をご覧くだ

さい。 

 

2019年３月期の通期連結業績予想 

  前回発表予想 今回修正予想 増減率

  百万円 百万円 ％

営業収益 322,500 322,500 －

営業利益 30,000 31,000 3.3

経常利益 28,000 29,600 5.7

親会社株主に帰属する

当期純利益 
20,000 21,000 5.0

 

  ※上記の連結業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実

際の業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 20,317 16,687 

受取手形及び売掛金 31,199 19,859 

有価証券 51 6 

販売土地及び建物 105,070 111,658 

商品 1,772 1,821 

その他 10,099 11,626 

貸倒引当金 △243 △246 

流動資産合計 168,266 161,414 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 193,388 190,723 

機械装置及び運搬具（純額） 16,672 18,346 

土地 217,866 217,930 

建設仮勘定 19,065 21,878 

その他（純額） 8,632 8,412 

有形固定資産合計 455,624 457,291 

無形固定資産 9,267 8,763 

投資その他の資産    

投資有価証券 43,676 46,392 

長期貸付金 689 626 

繰延税金資産 9,500 9,543 

退職給付に係る資産 704 1,087 

その他 11,340 11,465 

貸倒引当金 △283 △288 

投資その他の資産合計 65,627 68,826 

固定資産合計 530,519 534,882 

資産合計 698,786 696,296 

 

京阪ホールディングス㈱（9045）2019年3月期　第2四半期決算短信

－ 4 －



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,588 10,098 

短期借入金 80,202 76,745 

短期社債 － 7,000 

1年内償還予定の社債 10,045 10,045 

未払法人税等 4,524 4,057 

前受金 7,521 9,850 

賞与引当金 2,555 3,199 

商品券等引換損失引当金 565 589 

その他 44,596 32,809 

流動負債合計 161,600 154,396 

固定負債    

社債 80,125 80,092 

長期借入金 146,026 141,447 

長期未払金 536 497 

繰延税金負債 10,915 11,055 

再評価に係る繰延税金負債 33,137 33,137 

役員退職慰労引当金 345 326 

退職給付に係る負債 18,790 18,559 

その他 23,749 24,143 

固定負債合計 313,626 309,259 

負債合計 475,226 463,656 

純資産の部    

株主資本    

資本金 51,466 51,466 

資本剰余金 28,787 28,787 

利益剰余金 117,384 126,189 

自己株式 △21,603 △21,614 

株主資本合計 176,033 184,828 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,787 10,824 

土地再評価差額金 36,088 36,088 

為替換算調整勘定 6 △32 

退職給付に係る調整累計額 △2,540 △2,556 

その他の包括利益累計額合計 44,341 44,323 

新株予約権 44 75 

非支配株主持分 3,139 3,412 

純資産合計 223,559 232,639 

負債純資産合計 698,786 696,296 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

営業収益 143,752 152,846 

営業費    

運輸業等営業費及び売上原価 107,921 115,666 

販売費及び一般管理費 20,090 20,165 

営業費合計 128,011 135,831 

営業利益 15,740 17,014 

営業外収益    

受取利息 34 28 

受取配当金 478 573 

雑収入 450 462 

営業外収益合計 962 1,064 

営業外費用    

支払利息 1,278 1,219 

持分法による投資損失 26 39 

雑支出 544 524 

営業外費用合計 1,848 1,782 

経常利益 14,854 16,297 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 479 

補助金 316 298 

固定資産売却益 254 92 

工事負担金等受入額 － 16 

関係会社株式売却益 3,164 － 

その他 123 7 

特別利益合計 3,858 894 

特別損失    

固定資産除却損 232 311 

災害による損失 － 107 

固定資産圧縮損 24 34 

損害賠償引当金繰入額 152 － 

その他 8 － 

特別損失合計 418 453 

税金等調整前四半期純利益 18,295 16,738 

法人税、住民税及び事業税 5,686 5,392 

法人税等調整額 △169 94 

法人税等合計 5,516 5,486 

四半期純利益 12,778 11,251 

非支配株主に帰属する四半期純利益 245 302 

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,532 10,949 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 12,778 11,251 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 184 34 

退職給付に係る調整額 290 △15 

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △39 

その他の包括利益合計 477 △20 

四半期包括利益 13,255 11,231 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 12,990 10,931 

非支配株主に係る四半期包括利益 264 299 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 18,295 16,738 

減価償却費 9,298 9,605 

無形固定資産償却費 199 200 

固定資産圧縮損 24 34 

工事負担金等受入額 － △16 

関係会社株式売却損益（△は益） △3,164 － 

投資有価証券売却損益（△は益） － △479 

受取利息及び受取配当金 △512 △602 

支払利息 1,278 1,219 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △262 3 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △46 △633 

売上債権の増減額（△は増加） 3,345 11,181 

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,554 △7,666 

仕入債務の増減額（△は減少） △786 △1,552 

未払消費税等の増減額（△は減少） 359 230 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,769 △5,518 

その他 △2,040 911 

小計 14,664 23,654 

利息及び配当金の受取額 512 604 

利息の支払額 △1,338 △1,217 

法人税等の支払額 △7,231 △5,816 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,607 17,225 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

固定資産の取得による支出 △25,464 △14,894 

固定資産の売却による収入 8,593 92 

工事負担金等受入による収入 87 253 

投資有価証券の取得による支出 △250 △2,081 

投資有価証券の売却による収入 － 890 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
793 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入 
2,826 － 

貸付けによる支出 △145 △510 

貸付金の回収による収入 2,184 478 

その他 △184 △1,229 

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,559 △17,000 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,940 966 

短期社債の純増減額（△は減少） 1,000 7,000 

長期借入れによる収入 18,660 5,203 

長期借入金の返済による支出 △12,996 △14,205 

社債の発行による収入 － 9,922 

社債の償還による支出 △22 △10,022 

配当金の支払額 △1,608 △2,134 

非支配株主への配当金の支払額 △25 △26 

自己株式の取得による支出 △15 △11 

その他 △530 △546 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,520 △3,854 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,432 △3,629 

現金及び現金同等物の期首残高 18,324 20,300 

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,892 16,671 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

   該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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